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172.16.0.0/24： 管理用アドレス
10.0.0.x/32： ループバックアドレス
10.1.0.0/16: インターフェースアドレス
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基本設定 
 
z PLR、MP、Bypassの管理ポートを除くすべてのインターフェースで TE拡張 OSPF(CSPF)を起動する。プライマリ側のコストを 10、バックアップ側のコストは 1000とする。 
z HE-IF1で TE拡張 OSPF(CSPF)を起動する。HE-IF2では OSPFを起動しないが、HE-IF2が接続しているネットワークの経路は内部経路(Router LSA)として広報する。 
z TE-IF1で TE拡張 OSPF(CSPF)を起動する。TE-IF2では OSPFを起動しないが、TE-IF2が接続しているネットワークの経路は内部経路(Router LSA)として広報する。 
z ループバックアドレスは内部経路(Router LSA)として広報する。 
z OSPFのエリアは 0とする。 
z MTUは図に記した値を使用する。 
z PLR-IF3は、802.1qを有効にし、HEごとにサブインターフェースを設定する。 
z HEの各 IPアドレス、PLRのループバック、管理用アドレスは別表を参照。 
z HEのループバックアドレスから TEのループバックアドレスへ RSVP-TEの LSPを確立する。192.168.200.0/24へのトラフィックは、この LSPに流すように設定する。 
z LSPの名前は、「from_A_to_te」とする。Aはベンダ名。 
z プライマリのパスは Strictに設定する。パスは以下の通り設定する。 

(ア) PLR-IF3 
(イ) MP-IF1 
(ウ) TE-IF1 

z バックアップのパスは以下の経路を通るように設定する。 
(ア) PLR-IF3 
(イ) BP-IF1 
(ウ) TE-IF1 

z 測定器 Aから測定器 Bへ 1500バイトの IPパケットを 1000ppsで送信し続ける。IPパケットには、DFビットをセットする。 
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PLRはさまざまなベンダのルータに置き換えながら試験を行う。
(物理的に接続変更する)
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